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(57)【要約】
【課題】ダクトを水平に配置する場合にエルボ継手を設
けた箇所が下がることを防止する。
【解決手段】交差する２つのダクト５２、５３を連結す
るためのエルボ継手１であって、曲がり管部１０と、前
記曲がり管部１０とは別体に設けられた直管部２０と、
前記曲がり管部１０の一端部１１と前記直管部２０の一
端部２１とを互いに回動可能に連結する連結手段と、前
記直管部２０に設けられた取付部材挿通用の切欠部また
は切欠予定部とを具備する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　交差する２つのダクト（５２、５３）を連結するためのエルボ継手であって、
　曲がり管部（１０）と、
　前記曲がり管部（１０）とは別体に設けられた直管部（２０）と、
　前記曲がり管部（１０）の一端部（１１）と前記直管部（２０）の一端部（２１）とを
互いに回動可能に連結する連結手段（３０）と、
　前記直管部（２０）に設けられた取付部材挿通用の切欠部または切欠予定部（４０）と
を具備することを特徴とするエルボ継手。
【請求項２】
　請求項１に記載のエルボ継手において、
　前記切欠予定部（４０）は、切り欠いて切欠部を形成するもので、前記直管部（２０）
の周方向における切り欠き長さを示す複数の目印（４０ｂ）を有することを特徴とするエ
ルボ継手。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のエルボ継手が、被固定部（５０）に取付部材（５１）を介し
て取付けられ、そのエルボ継手の両端部にそれぞれダクト（５２、５３）が連結される連
結構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空調機の室内機と室外機とを繋ぐ配管や配線が室外へ導出された部分を覆う
ためのダクト同士を連結するもので、２つのダクトが交差する箇所に用いられるエルボ継
手および連結構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　上述したダクトは、壁等に沿って配設されるため、壁が直角に曲がった角部においては
エルボ継手を用い、そのエルボ継手の両端部のそれぞれにダクトの端部を連結している。
【０００３】
　そして、このようにエルボ継手が連結されたダクトの壁への取付けは、壁に固定した取
付部材をダクトの箇所に取付けることで行われる（例えば、特許文献１等参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第３２８６７５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上述したように取付部材によりダクトを壁に取付ける場合には、エルボ継手
が取付部材から離れて位置することになる。そのため、例えばダクトを地面に対して平行
に、つまり水平に配設する場合には、エルボ継手の部分が取付部材で支持されているダク
ト部分に対して下側に下がってしまうことがある。特に、エルボ継手の一端に連結したダ
クトが水平に配設され、他端に連結したダクトが上方に延びるように配設された場合に、
エルボ継手の部分が大きく下がることとなる。
【０００６】
　本発明は、このような従来技術の課題を解決するためになされたもので、ダクトを水平
に配置する場合にエルボ継手を設けた箇所が下がることを防止し得るエルボ継手および連
結構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　本発明の請求項１に係るエルボ継手は、交差する２つのダクトを連結するためのエルボ
継手であって、曲がり管部と、前記曲がり管部とは別体に設けられた直管部と、前記曲が
り管部の一端部と前記直管部の一端部とを互いに回動可能に連結する連結手段と、前記直
管部に設けられた取付部材挿通用の切欠部または切欠予定部とを具備することを特徴とす
る。本発明による場合には、直管部に設けた切欠部または切欠予定部を切欠いた切欠部に
、壁等の被固定部に取付けた取付部材を挿通させることにより、直管部を取付部材で支持
することができる。これによりエルボ継手自体が前記被固定部に支持されることになり、
このエルボ継手に連結されるダクトが水平に配設されても、エルボ継手の箇所が下がるこ
とがない。また、エルボ継手が直管部を介して取付部材に取付けられるため、被固定部に
対する直管部の切欠部の向きが規定されるものの、直管部に対し連結手段により曲がり管
部の一端部を回動させることができるので、曲がり管部の他端側の向きは、連結手段によ
る回動方向に応じて変えることが可能である。換言すれば、曲がり管部の他端側の向きに
関係なく、切欠部（またき切欠予定部）を位置決めすることができ、曲がり管部の他端側
の向きが取付部材の向きによる制約を受けないようにすることができる。
【０００８】
　この構成のエルボ継手において、前記切欠予定部は、切り欠いて切欠部を形成するもの
で、前記直管部の周方向における切り欠き長さを示す複数の目印を有する構成にしてもよ
い。この構成による場合には、複数の目印の一つに基づいて切り欠くことで、形成された
切欠部における前記直管部の周方向の幅寸法を選択することが可能になる。よって、前記
複数の目印を、使用する取付部材の種類に対応する位置に形成しておくことで、取付部材
に対応した切欠部を精度よく形成することができる。
【０００９】
　また、本発明の請求項３に係る連結構造は、上述したエルボ継手が、被固定部に取付部
材を介して取付けられ、そのエルボ継手の両端部にそれぞれダクトが連結される構造であ
る。この連結構造においても上述したエルボ継手と同様の効果が得られる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明による場合には、直管部に設けた切欠部または切欠予定部を切欠いた切欠部に、
壁等の被固定部に取付けた取付部材を挿通させることにより、直管部を取付部材で支持す
ることができる。これによりエルボ継手自体が前記被固定部に支持されることになり、こ
のエルボ継手に連結されるダクトが水平に配設されても、エルボ継手の箇所が下がること
がない。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態に係るエルボ継手を壁に取付けた状態を示す平面図である。
【図２】図１のエルボ継手を構成する曲がり管部を示す正面図である。
【図３】図２の平面図である。
【図４】図２の左側面図である。
【図５】図２の右側面図である。
【図６】図２の底面図である。
【図７】図２の背面図である。
【図８】曲がり管部に設けられたヒンジの説明図である。
【図９】図１のエルボ継手を構成する直管部を示す正面図である。
【図１０】図９の平面図である。
【図１１】図９の左側面図である。
【図１２】図９の右側面図である。
【図１３】図９の底面図である。
【図１４】図９の背面図である。
【図１５】直管部に設けられたヒンジの説明図である。
【図１６】エルボ継手の取付け内容の説明図（分解斜視図）である。
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【図１７】曲がり管部を、図１の状態から上向きに回動させた状態を示す平面図である。
【図１８】切欠予定部の他の例を示す図（図１３に対応する図）である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下に、本発明の実施形態を具体的に説明する。
【００１３】
　図１は本発明の一実施形態に係るエルボ継手を壁に取付けた状態を示す平面図であり、
図２は図１のエルボ継手を構成する曲がり管部を示す正面図、図３は図２の平面図、図４
は図２の左側面図、図５は図２の右側面図、図６は図２の底面図、図７は図２の背面図、
図８は曲がり管部に設けられたヒンジの説明図（図５と同じ方向から見た断面図）である
。また、図９は図１のエルボ継手を構成する直管部を示す正面図であり、図１０は図９の
平面図、図１１は図９の左側面図、図１２は図９の右側面図、図１３は図９の底面図、図
１４は図９の背面図、図１５は直管部に設けられたヒンジの説明図（図１２と同じ方向か
ら見た断面図）である。
【００１４】
　このエルボ継手１は、被固定部としての壁５０に取付部材５１を介して取付けられるも
のであり、エルボ継手１の片方の端部２には、例えば壁５０の外側を壁５０に沿って水平
に配設されたダクト５２の端部が連結され、もう片方の端部３には例えば壁５０を貫通し
て水平に配設されたダクト５３の端部が連結されている。取付部材５１を取付ける被固定
部は、前記壁５０に限らず、例えば建物の基礎部分などを含む。
【００１５】
　上記エルボ継手１は、可撓性を有する合成樹脂製のものであり、曲がり管部１０と、こ
の曲がり管部１０とは別体に設けられた直管部２０と、曲がり管部１０の一端部１１と直
管部２０の一端部２１とを互いに回動可能に連結する後述する連結手段３０と、直管部２
０に設けられた後述する取付部材挿通用の切欠予定部４０とを具備する。なお、直管部２
０の一端部２１は、曲がり管部１０の一端部１１の内側に挿入されて重なっている。
【００１６】
　前記曲がり管部１０は、図２～図７に示すように、概略Ｌ字状に折れ曲がった筒状のも
ので、直管部２０の一端部２１が連結される前記一端部１１と反対側の他端部１２は、一
端部１１の向く方向と直交する方向を向いている。この他端部１２は、前記端部３を構成
する。また、この曲がり管部１０は、面対称となるように分断された２つの曲がり管半体
１３、１４を有する。曲がり管部１０の分断部は、例えば、曲がり管部１０の曲率半径が
最も大きい部分を通る分断部１０ａと、曲がり管部１０の曲率半径が最も小さい部分を通
る分断部１０ｂである。
【００１７】
　前記曲がり管部１０の湾曲部１０ｃから他端部１２側に寄った部位であって、前記分断
部１０ａの箇所にはヒンジ１５が設けられている。このヒンジ１５は、曲がり管半体１３
の分断部１０ａの縁部に設けた一対の突起１３ａと、両突起１３ａの間に設けられ、突起
１３ａに両端が繋がった軸部１３ｂと、曲がり管半体１４の分断部１０ａの縁部に設けら
れ、前記軸部１３ｂに取付けられる凹部１４ａを有する係止片１４ｂとにより構成される
（図２～図５及び図８参照）。
【００１８】
　前記軸部１３ｂは、湾曲部１０ｃよりも他端部１２側における曲がり管部１０の軸心方
向と平行に形成されていて、前記係止片１４ｂの前記軸心方向の長さ寸法は、一対の突起
１３ａの離隔距離よりも少し短く形成されている。前記凹部１４ａの内奥部は、軸部１３
ｂの半径と同じ曲率半径の円弧状に形成され、その開口側は軸部１３ｂの直径よりも少し
狭く形成されていて、軸部１３ｂに凹部１４ａを嵌め込むと、凹部１４ａが軸部１３ｂに
係止された状態で係止片１４ｂが回動し得るようになっている。この回動により、各曲が
り管半体１３、１４は、互いに開閉し得る。なお、軸部１３ｂから凹部１４ａを外すこと
により、曲がり管半体１３と曲がり管半体１４とを分離させ得る。但し、これら２つの曲
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がり管半体１３と曲がり管半体１４とが、分離しない構成としてもよい。
【００１９】
　また、前記曲がり管部１０の前記分断部１０ａ、１０ｂの箇所には、曲がり管半体１３
と曲がり管半体１４とを閉状態に保持する保持手段１６が設けられている。その保持手段
１６は、曲がり管半体１４の分断部１０ａ、１０ｂの縁部に設けた貫通孔１６ａと、曲が
り管半体１３の分断部１０ａ、１０ｂの縁部に設けられ、前記貫通孔１６ａに入る突起１
６ｂとで構成される。保持手段１６が設けられた部位は、例えば図示例では湾曲部１０ｃ
よりも一端部１１側であって分断部１０ａの縁部の２箇所と、分断部１０ｂの縁部であっ
て、湾曲部１０ｃよりも一端部１１側の１箇所と、分断部１０ｂの縁部であって、湾曲部
１０ｃよりも他端部１２側の１箇所とである。
【００２０】
　一方、直管部２０は、図９～図１５に示すように、軸心が直線状の筒状のもので、直管
部本体２０Ａの片方の端部に、曲がり管部１０の一端部１１に連結される前記一端部２１
が、直管部本体２０Ａから延出して形成されている。その一端部２１とは反対側の他端部
２２は、直管部本体２０Ａの端部であって、前記端部２を構成する。前記直管部本体２０
Ａは、曲がり管部１０の外径とほぼ同一の外径を有し、前記一端部２１は、曲がり管部１
０の一端部１１の内側に挿入され、直管部本体２０Ａの外径よりも少し短い外径を有する
。前記直管部本体２０Ａは、前記一端部２１が曲がり管部１０の一端部１１の内側に挿入
された状態で、外表面が曲がり管部１０の外表面と面一となっている。
【００２１】
　前記一端部２１の先端、つまり他端部２２とは反対側の端部の外周面には、凹溝２４が
周方向の全域に設けられている。この凹溝２４には、曲がり管部１０の内面に周方向に設
けた係止突起１７が入る（図２、図４、図５及び図７参照）。これら凹溝２４及び係止突
起１７は、前述した曲がり管部１０の一端部１１と直管部２０の一端部２１とを互いに回
動可能に連結する連結手段３０を構成する。
【００２２】
　また、この直管部２０は、面対称となるように分断された２つの直管半体２５、２６を
有する。直管部２０の分断部は、軸心を挟んで対称位置に設けられた分断部２０ａと分断
部２０ｂである。
【００２３】
　一方の分断部２０ａの箇所にはヒンジ２７が設けられている。このヒンジ２７は、直管
半体２５の分断部２０ａの縁部に設けた一対の突起２５ａと、両突起２５ａの間に設けら
れ、突起２５ａに両端が繋がった軸部２５ｂと、直管半体２６の分断部２０ａの縁部に設
けられ、前記軸部２５ｂに取付けられる凹部２６ａを有する係止片２６ｂとにより構成さ
れる（図９～図１２及び図１５参照）。
【００２４】
　前記軸部２５ｂは、直管部２０の軸心方向と平行に形成されていて、前記係止片２６ｂ
の前記軸心方向の長さ寸法は、一対の突起２５ａの離隔距離よりも少し短く形成されてい
る。前記凹部２６ａの内奥部は、軸部２５ｂの半径と同じ曲率半径の円弧状に形成され、
その開口側は軸部２５ｂの直径よりも少し狭く形成されていて、軸部２５ｂに凹部２６ａ
を嵌め込むと、凹部２６ａが軸部２５ｂに係止された状態で係止片２６ｂが回動し得るよ
うになっている。この回動により、各直管半体２５、２６は、互いに開閉し得る。なお、
軸部２５ｂから凹部２６ａを外すことにより、直管半体２５と直管半体２６とを分離させ
得る。但し、これら２つの直管半体２５と直管半体２６とが、分離しない構成としてもよ
い。
【００２５】
　また、直管部２０の分断部２０ｂの箇所には、直管半体２５と直管半体２６とを閉状態
に保持する保持手段２８が設けられている。その保持手段２８は、直管半体２６の分断部
２０ｂの縁部に設けた貫通孔２６ｃと、直管半体２５の分断部２０ｂの縁部に設けられ、
前記貫通孔２６ｃに入る突起２５ｄとで構成される。
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【００２６】
　更に、この分断部２０ｂの片方の縁部、この実施形態では直管半体２６側の縁部には、
前記取付部材挿通用の切欠予定部４０が設けられている。この切欠予定部４０は、周辺部
よりも薄肉に形成されていて、分断部２０ｂに直交する一対の切込み部４０ａと、両切込
み部４０ａに繋がりかつ分断部２０ｂから少し離れた切込み部４０ｂとで囲まれる箇所で
ある。切込み部４０ｂは分断部２０ｂと平行に形成されている。切込み部４０ａ、４０ｂ
の箇所は段差が形成されていて、切込み部４０ｂが本実施形態における目印に相当する。
この切欠予定部４０は、一対の切込み部４０ａを分断部２０ｂから切込み部４０ｂ（目印
）まで切込み、その後切込み部４０ｂを切り落とすかまたは指で折り曲げることで除去さ
れ、これにより切欠部とされる。
【００２７】
　次に、以上のように構成されたエルボ継手の取付け内容につき説明する。
【００２８】
　図１６は、その取付け内容の説明図である。
【００２９】
　壁５０に固定された取付部材５１に支持された配管５５及び配線５６の外側を覆うよう
にダクト５２（図１参照）を取付けるとともに、取付部材５１に直管部２０を取付ける。
なお、取付部材５１は、壁５０に固定される固定部５１１と、この固定部５１１に繋がる
脚部５１２と、この脚部５１２に繋がる配管支持部５１３とを有する。脚部５１２は、固
定部５１１から配管支持部５１３へ延びる延出片５１１ａと、配管支持部５１３から固定
部５１１へ延びる一対の延出片５１３ａとを一部重ならせ、その重なる部分をボルト５１
４とナット（図に表れていない）とにより締結して構成される。また、ダクト５２は、周
方向の一箇所が全長に亘って分断されていて、その分断部５２ａの片方の縁部に被係止部
５２ｂが形成され、もう片方の縁部に、前記被係止部５２ｂに着脱可能に係止される係止
部５２ｃが形成されている。なお、ダクト５３も、ダクト５２と同一構成である。
【００３０】
　上記取付部材５１の配管支持部５１３の内側で、配管５５及び配線５６が支持されてお
り、これら配管５５及び配線５６に対して、分断部５２ａを大きく広げてダクト５２を被
せ、その後被係止部５２ｂと係止部５２ｃとを係止することで、ダクト５２が配管５５等
に取付けられる。
【００３１】
　一方、取付部材５１に対する直管部２０の取付け作業は、以下のように行われる。まず
、直管部２０の分断部２０ｂを広げ、前記切欠予定部４０を前述のようにして除去して切
欠部を形成する。そして、直管部２０の分断部２０ｂを広げて取付部材５１の外側に被せ
て、前記切欠部に取付部材５１の脚部５１２を入れ、その後、分断部２０ｂを閉じる。こ
の分断部２０ｂの閉状態は、前記保持手段２８の保持状態、つまり貫通孔２６ｃに突起２
６ｄが入っているか否かにより確認される。
【００３２】
　上記保持手段２８の保持状態が確認された後、曲がり管部１０を直管部２０の一端部２
１に取付ける。この取付けは、以下のように行われる。まず、図１に示すように、曲がり
管部１０の一端部１１側を広げて直管部２０の一端部２１に被せ、直管部２０の前記凹溝
２４に曲がり管部１０の係止突起１７が入るようして（図２及び図９参照）、曲がり管部
１０の一端部１１側を閉じる。このとき、曲がり管部１０の他端部１２の内側に、前記壁
５０を貫通するダクト５３の端部を入れておく。前記一端部１１の閉状態は、前記保持手
段１６の保持状態により確認される。具体的には、貫通孔１６ａに突起１６ｂが入ってい
ることで確認される。
【００３３】
　これにより、エルボ継手１が壁５０に取付部材５１を介して取付けられるとともに、こ
のエルボ継手１の両端部２、３にそれぞれダクト５２、５３が連結される。これにより、
本実施形態における連結構造が得られる。
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【００３４】
　したがって、本実施形態のエルボ継手１にあっては、直管部２０に設けた切欠予定部４
０を切欠いた切欠部に、壁５０に取付けた取付部材５１を挿通させることにより、直管部
２０を取付部材５１で支持することができる。これによりエルボ継手１自体が前記壁５０
に支持されることになり、このエルボ継手１に連結されるダクト５２、５３が水平に配設
されても、エルボ継手１の箇所が下がることがない。また、エルボ継手１が直管部２０を
介して取付部材５１に取付けられるため、壁５０に対する直管部２０の切欠部（切欠予定
部４０を切欠いたもの）の向きが規定されるものの、直管部２０に対し連結手段３０によ
り曲がり管部１０の一端部１１を回動させることができるので、図１７に示すように曲が
り管部１０の他端側１２の向きは、連結手段３０による回動方向に応じて変えることが可
能である。換言すれば、曲がり管部１０の他端側１２の向きに関係なく、切欠予定部４０
を位置決めすることができ、曲がり管部の他端側の向きが取付部材の向きによる制約を受
けないようにすることができる。なお、図１７においては、他端側１２を上向きにしてい
るが、連結手段３０を介して曲がり管部１０を回動させることにより下向き等にすること
も可能である。
【００３５】
　なお、上述した実施形態では、切欠予定部４０を切欠いて切欠部を形成しているが、本
発明はこれに限らず、直管部２０に初めから貫通状態の切欠部を設けておいてもよい。但
し、本実施形態のように切欠予定部４０を設ける場合には、図１８（図１３に対応）に示
すように、直管部２０の周方向における切欠き長さを示す複数の切込み部４０ｂ（目印）
を有する構成にしてもよい。この構成による場合には、複数の目印の一つに基づいて切り
欠くことで、形成された切欠部における直管部２０周方向の幅寸法を選択することが可能
になる。よって、前記複数の切込み部４０ｂ（目印）を、使用する取付部材５１の種類に
対応し、つまり脚部５１２の幅寸法Ｗ（図１６参照）に対応した位置に形成しておくこと
で、取付部材５１に対応した切欠部を精度よく形成することができる。
【００３６】
　また、上述した実施形態では切欠予定部４０や切欠部を分断部２０ｂの片方の端部に設
けているが、本発明はこれに限らず、切欠予定部４０や切欠部を分断部２０ｂの両方の端
部に跨るように設けてもよい。
【００３７】
　更に、上述した実施形態では、曲がり管部１０における一端部１１と他端部１２が直交
する構成のエルボ継手に適用しているが、本発明はこれに限らない。例えば、一端部１１
と他端部１２の向く角度が９０゜よりも大きい曲がり管部のエルボ継手にも、或いは一端
部１１と他端部１２の向く角度が９０゜よりも小さい曲がり管部のエルボ継手にも同様に
適用することができる。
【００３８】
　更にまた、上述した実施形態では、曲がり管部１０における分断部１０ａにヒンジ１５
を設けた構成としているが、本発明はこれに限らない。例えば、ヒンジ１５に代えて前記
保持手段１６を設けた構成としてもよい。また、直管部２０における分断部２０ａにヒン
ジ２７を設けた構成としているが、本発明はこれに限らず、例えばヒンジ２７に代えて前
記保持手段２８を設けた構成としてもよい。
【符号の説明】
【００３９】
　１　　エルボ継手
　１０　　曲がり管部
　１１　　一端部
　２０　　直管部
　２１　　一端部
　３０　　連結手段
　４０　　切欠予定部
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　４０ｂ　　切込み部（目印）
　５０　　壁（被固定部）
　５１　　取付部材
　５２、５３　　ダクト

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】

【図９】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】



(12) JP 2011-237006 A 2011.11.24

【図１６】 【図１７】

【図１８】
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